
令和３年度 あわら市芦原小学校スクールプラン

あわら市教育の基本理念 教 育 目 標 「 た く ま し く ゆ た か な 子 の 育 成 」 福井県教育の基本理念
『ふるさとあわらを愛し 『一人一人の個性が輝く
一人一人が夢や希望を持ち 目 指 す 児 童 像 ふくいの未来を担う

個性が輝く教育』 人づくり』
～ふるさと愛の醸成と (1)健康な心とからだをもつ子 (2)自ら学びとる自主的な子 ～子どもたちの「夢と希望」
自らの可能性に挑戦する (3)困難にうちかつねばり強い子 (4)きまりを守り実行する子 「ふくい愛」を育む

教育の推進～ (5)仲よくはげましあう子 教育の推進～

キーワード
個性を引き出す教育 重 点 目 標 キーワード

学びを楽しむ教育

健康・安全 確かな学力 豊かな心・特別支援 開かれた学校・連携

◎健康・安全に自覚と責任をもち、目標 ◎基礎基本の定着に取り組む。 ◎自らすすんで明るく元気なあいさつの ◎学校の教育活動の様子や情報を積極
をもって取り組む児童を育てる。 できる子どもを育てる。 的に発信する。

◎つながり合う主体的な授業づくりに取
〇落ち着いた生活習慣を醸成するととも 組み、自ら学び、深める児童を育てる。◎いじめを起こさない、許さない人権教 ◎地域の人材、教育資源を相互活用し、
に、危機回避能力を高める。 育、道徳教育を推進する。 ふるさと愛を醸成する教育、夢や希

○一人一人の個性や可能性を引き出す新 望をもてる教育を充実する。
○基本的生活習慣と安全意識、情報モラ しい学びを進める。 ○きまりを守ろうとする態度を育てる。
ルの向上に努める。

○幅広く読書に親しむ子どもを育てる。

具体的な取組

・業間活動（マラソン・縄跳び）、運動 ・学びを支える学習ルールを身に着け、 ・「いつでも、どこでも、何度でも」を ・各種たより、ホームページ、緊急メ
遊びを充実します。 基礎学力の向上に努めます。 合言葉に「明るく元気なあいさつ」を ールを活用し、丁寧な情報発信を行

推進します。 います。
・学校生活の健康安全指導と防災訓練を ・学び合う、認め合う、深め合う場を工夫
通して危険から自分の身を守る力を高 し、学びを楽しむ授業づくりを進めます。・思いやりの心、認め合う心を育むため、・学校の取組の公開を、新型コロナウ
めます。 学校行事、縦割り活動、「なかよし イスの感染拡大状況や感染予防策を

・国語科教育を核として、ＩＣＴ機器の タイム」に取り組みます。 十分考慮したうえで行います。
・家庭と連携し、「早寝・早起き・しっ 活用や未来への学びの研修と実践に取
かり朝ごはん」に取り組みます。 り組みます。 ・良好な人間関係を築く力や自己肯定感を培 ・ふるさとあわらに愛着心をもち、大

い、いじめと不登校の未然防止に努めます。 切にする子を育てるため、ゲストテ
・家庭と連携し、情報モラル学習とスマ ・朝読書、読み聞かせ、家庭読書の日な ィーチャー、地域、学年間の連携を
ートルールの啓発を行います。 ど読書活動を充実し、本を手にする機 ・生活スローガン「芦原っ子のあいうえ さらに深めた体験的学習に取り組み

会を増やします。 お」を実践できる子を育てます。 ます。

【数値目標】 【数値目標】 【数値目標】 【数値目標】
・体力づくりに熱心に取り組む児童 ・漢字や計算の学習に熱心に取り組む児童 ・思いやりや感謝の心が育っていると答 ・知りたい情報が提供されていると答

９５％以上 ９０％以上 える児童 ９５％以上 える保護者 ９１％以上
・学校の約束事を守っている児童 ・授業が分かりやすくて楽しいと思う児童 ・すすんであいさつ、大きな声の返事を ・ふるさと学習を通して地域を理解し、

９６％以上 ９２％以上 していると答える児童 ９３％以上 好きになる児童 ９０％以上
・「早寝・早起き・しっかり朝ごはん」 ・研究を熱心に行っている教員 ・いじめ防止にしっかり取り組む教員
に取り組む児童 ９０％以上 ９０％以上 １００％

《 業務改善のための取り組み 》 ・信頼と協働に溢れるチーム学校づくり ・ＩＣＴ機器や校務支援システムを活用した業務の効率化の推進
○「教職員が輝く」働き方改革 ・職朝、終礼の縮減 ・校時表の見直しによる放課後時間の有効活用 ・起案制度の導入と効率的な会議の運営
○ 時間外勤務８０時間以上ゼロ ・水曜ノー残業デー、夏季休業中の学校閉鎖日の設定および超過勤務４５ｈ以下／月の推進

※生活スローガン 「あ」挨拶は いつでもどこでも何度でも 元気よく 「い」いじめキライ 言わない やらない 見逃さない 「う」歌声は 大きな声で 元気よく 「え」笑顔がね あふれているよ 校舎内 「お」お掃除や 係の仕事 しっかりと


